　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年度 羽村市少年野球連盟審判講習会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催　羽村市少年野球連盟審判部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時　平成25年3月10日(日)　10：00～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場　羽村西小学校　ミーティングルーム・グラウンド

10：00～12：00　座学（主にフォーメーションについて／頭の中にイメージする）

12：00～13：00　昼食（休憩）
13：00～16：30　実技講習

○ストレッチ(準備運動)
○ジェスチャー説明(プレイ、ゲーム、アウト、セーフ、ストライク、ボール、フェア、ファウル、タイム等／基本動作
及び発声練習)
○審判体操(Go, Stop, Call)　アウト、セーフ数回繰返しの反復練習／プレイをイメージしながら行なう
○球審説明(基本：マスクは常時左手で、ボールは目だけで追い顔は不動 ⇒トラッキング)
構え方(スロット・ポジション)、立ち位置確認、ストライクゾーン確認、カウントコール(まず、左手指：ボール／続いて、右手指：ストライクの順序で)、ハーフスイングのリクエスト、四球、ヒット・バイ・ピッチ、ボーク、打球判定（ファウルラインの確保）、故意落球、インフィールドフライ、反則打球、打撃妨害、守備妨害(3フットレーン走行確認や捕手の送球動作と打者)、走塁妨害、悪送球時の対応、ボールデッドゾーン（又は、フェンス）際の判定（バックストップまでが広い球場では、1塁塁審がホームベースをカバーする）、タイムプレイ等
○1塁塁審説明

　　　　　　　　 　　　構え方(セットポジション：ルックの姿勢及び正対方向)、立ち位置確認、投手及び捕手からの牽制球の対応、

キャンパスバッグ基点確認、フェアボール、ファウルボール、セーフになった打者走者の動向確認、キャッチ、
ノーキャッチ、打球を追ったら戻らない等／ボールデッドゾーンがある所では、必ず近くまでボールを追って確
認してください。
○2塁塁審説明

構え方（正対方向）、立ち位置確認(無走者時のポジションと内野内ポジション)、盗塁や牽制時の見方（走行路に面したキャンパスバックの一辺を注視）と注意／特に内野内ポジションでは、打球や攻守プレイに十分注意をする。
○3塁塁審説明
　　　　　　　　 　　　構え方（正対方向）、立ち位置確認（3塁走者有り：状況により、ファウルラインを跨ぐ）、フェアボール、ファウ
ルボール、タッグアップの見方、盗塁や牽制時の対応、ラインアウト(ランダウンプレイ対応)等／ボールデッド
ゾーンがある所では、必ず近くまでボールを追って確認してください。
○投手説明

　　　　　　　　　　　　正しいワインドアップポジションとセットアップポジション、投手板の軸足と自由な足の規制、ボーク（反則投

球）等

◎実践練習（纏めを兼ねて／実際のプレイ、状況に応じたフォーメーション、判定位置や判定角度等を含めた
動作の確認他）
16：20～16：30　閉会／講習終了

※（質疑応答都度実施）
本日は、講習会お疲れ様でした。

お忙しい中をご参加戴き、大変有難う御座いました。

これを機に審判経験を積んで、先ずは色々なゲームで慣れていってください。
皆様のご支援を期待しております。これからも宜しくお願い申します。
*****************************************************************************************************
　　　◆判定の3大ポイント：

1 判定するときは止まって両膝に軽く手を置きプレイを見極める。

2 距離を一歩近づくより、一歩動いて良い角度をとるように心がける。

3 いつでも次にどのようなプレイが起きるかを想像しながら行動する。

（審判メカニクスハンドブック引用）

【注記】ジャッジおよびコールは、目でしっかり確認してから、決して早まらない事。

ツーストライクやスリーボールのように次の投球結果によっては、プレイが発生しそうな時には必ず、球審はカウントをコールする。
牽制などでタッグ行為無きときは、セーフのジェスチャーは不要。
ファウルラインから離れた明らかなフェア打球には、フェアジェスチャーは不要。

また、明らかに捕球してない打球についても、ノーキャッチのコールは不要。
タイム、ボーク（プレイが止まったことを確認した後で）、インフィールドフライ時には、他の審判も同調。
尚、ファウルボールに関しては、担当審判のみで同調不要／但し、気付かずに走ってたら、プレイヤーに状況を教えて止めましょう。
振り逃げのケースではないのに、勘違い（故意で無い）で1塁に走った時は、その打者にアウトであることを知らせましょう。（審判員講習会マニュアルより引用）
　　　　　　　《参考文献》

　　　　　　　　　・公認野球規則（2012年）／日本野球規則委員会

・競技者必携（2012年）／全日本軟式野球連盟

　　　　　　　　　・審判メカニクスハンドブック（第4版）／全日本野球会議審判技術委員会

　　　　　　　　　・審判員講習会マニュアル（第1版）／日本アマチュア野球規則委員会
以上

